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Materials Specimen　No． L＊ a＊ b＊
Powder　of　crude　drug　in　market
　Panax　Rhizome
　　from　Japan　A
〃〃〃〃〃〃B
C
D　（cut　in　pieces）
E　（Fukui　Pref．）
F　（Yamagata　Pref．）
G　（Akita　Pref．）
　　from　China　A
　　　tt　　　　B
　　　i，　C　（Gui￡hou　Prov．）
　　　，t　D　（Gui－chou　Prov．）
　　　，，　E　（Hu－bei　Prov．）
Powdered　Panax　Rhizome　in　Japanese　market
　Sample　A
　Sample　B
　Sample　C　（stored　more　than　15　years）
　17
1186
312
734
1193
1194
1201
1064
767
1202
1203
1204
539
369
238
83．　55
86．　20
81．　96
83．　36
85．　47
82．　11
86．　40
78．　85
79．　71
76．　94
77．　32
78．　42
83．　67
83．　75
79．　63
一〇．　87
－2．　06
－1．　66
－1．　01
－1．　16
一一@1．　68
－2．　14
一一@O．　96
－L　OI
－1．　17
一一@O．　19
－1．　20
一一@1．　59
－1．　38
十〇．　84
十17．　48
十15．　86
十18．　68
十16．　65
十17．　04
十16．　76
十13．　79
十12．　68
十15．　26
十15．　84
十13．　04
十15．　17
十15．　23
十16．　os
十23．　63
が，中国産では76～80であり明らかに区別された．またb＊については日本産のほうがやや高い傾向が認められ，a＊
はほぼ同様であった．
　その結果，近年入手した市販の竹節人参末は2検体とも日本産を原料にするものと判断できた．なお，参考までに
15年以上経過した市販品を測定した結果，L＊が79．63であったが，　b＊は23．63で中国産とは明らかに区別され，色の
違いは経年によるものと考えられた．経年による色の変化は今後の研究課題とした．
結 論
　1）　従来，生薬の色を客観的に数値で表現する場合，主にマンセル表色系や■y：Z表色系が用いられてきたが，
L＊a＊b＊血色系を採用するほうが知覚色をイメージしゃすい点ならびに色差が求めやすい点で，より明確に生薬の色
を把握することができる．
　2）粉末生薬を測定する際には，粒度，水分含量などが微妙に影響するが，これらの要因による変化よりも生薬の
個体による違いやサンプリングによる違いのほうが大きく，実際に生薬の品質評価を行うにあたっては無視しうる．
操作性をも考慮すると100号ふるいを通った末の色を測定するのが適当であると判断された．
　3）　本法を人参類生薬の品質評価に応用した結果，白参はb＊が低いこと，紅参はa＊が高いこと，生干し人参で
は目本および韓国産と中国産がb＊でほぼ区別できること，湯通し品では日本産と中国産がb＊で区別できることな
どが明らかになった．白参と生干し人参は同一種（植物）の同一部（根）に由来し，調製段階でコルク層を剥がれて
いるか否かの相違しかなく，粉末生薬の場合顕微鏡でも鑑別が困難であるが，本法ではb＊の違いにより区別された．
さらに乾燥方法の違いや，修治の程度も判断できることが明らかになった．また，竹節人参についてはL＊80を境
に上が日本産，下が中国産に明確に区別された．
　本法により生薬の種類を断定することには危険性があるが，白参や紅参など極端なものについては可能であり，ま
たそれ以外の人参類も検鏡などと組み合わせることにより，より正確な鑑別が可能となろう．
　4）　これまで粉末生薬の場合，原植物の鑑別は主として内部形態的に行われてぎたが，原料の修治の程度について
は判断することができなかった．しかし色彩計を用いることによりある程度判断できることが本研究で明らかになっ
た．生薬の色は古来その品質を論じる上で重要な要素であるとされてきており8），今後粉末生薬あるいは原料生薬の
品質管理を行う1手段として，色彩計により色を客観的に把握する方法はきわめて利用価値が高いと判断される．
（7）
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